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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

平成21年６月26日に提出いたしました第11期（自　平成20年４月１日　至　平成21年３月31日）有価証券

報告書の記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正

報告書を提出するものであります。

　

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

　第２　事業の状況

　　　　７　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　　を付して表示しております。

　

　　第一部 【企業情報】

　第２ 【事業の状況】

　　　　７ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　　　　　　（訂正前）

　　　　　　　（１）～（２）省略

　　　　　　　（３）経営成績の分析

　　　　　　　　　「第２ 事業の状況　１業績等の概況　（１）業績」及び「第２　事業の状況

　　　　　　　　　４事業等リスク　⑧継続企業の前提に関する重要事象について」をご参照下さい。

　　　　　　　

　 　　　　　　（訂正後）

　　　　　　　（１）～（２）省略

　　　　　　　（３）経営成績の分析

　　　　　　　　　当社は、連結で、当連結会計年度において当期純損失257,035千円を計上し、　

　　　　　　　　　当連結会計年度を含め過去４期にわたり連結営業損失を計上しました。また、

　　　　　　　　　個別で、当事業年度において当期純損失440,938千円を計上し、当事業年度

　　　　　　　　　を含め過去２期にわたり営業損失を計上しました。これらの状況により、

　　　　　　　　　継続企業の前提に重要な疑義を生じさせる重要事象が存在しております。

　　　　　　　　　当社といたしましては、「対処すべき課題」に記載のとおり、第12期

　　　　　　　　　（平成22年3月期）においては、①収益基盤の安定化と営業力の強化・人材

　　　　　　　　　育成、②投資の統制及びモニタリング、③原価率低減と品質管理、の三点

　　　　　　　　　を特に重要な経営課題として認識し、その対応策を含む事業計画を実行する

　　　　　　　　　ことで、営業利益及び当期純利益を回復し、当該状況の解消を図る予定で

　　　　　　　　　あります。
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